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るものであり、 （独）経済産業研究所としての見解を示すものではありません。  2
１  問題の設定 











































う考えればよいのか。   
いかなる秩序もある力の均衡の上に成立する。この力の均衡が将来的に変わりそうだと
この力の場にある行為者が考えれば、行為者はその行動を変え、これが秩序の変容をもた













１－２  小国の balancing 
このように中国の台頭の地政学的意義について力の均衡の観点から問題を設定するのは













  もう一つはインドネシア、タイ、ベトナム等の行動に見るように、中国の台頭と地域秩 4
序の変容を織り込んだ上で、そうした変化が自国の不利にならないよう、小国の balancing

























２  中国の動向－南シナ海の領有権紛争とシーレーンの問題 








２－１  南シナ海の領有権紛争   
南シナ海の領有権紛争から見よう。
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４  東南アジア諸国の動向 








































































４－２  国家のレベルにおける対応 
では国家のレベルにおける対応はどうか。ここではタイ、ミャンマー、インドネシアの
三国だけを検討しよう。 






























































































































                                                  
１  なお日本経済研究センターの研究の詳細については、Japan Center for Economic Research, 
Demographic Change and the Asian Economy: Long-term Forecast of Global Economy and 
Population 2006-2050 (Tokyo: JCER, 2007)を参照されたい。 
２  こうした考え方の代表的な例としては、David Shambaugh, “Return to the Middle Kingdom? 
China and Asia in the Early Twenty-First Century,” in Power Shift: China and Asia’s New Dynamics, 
ed., by David Shambaugh (Berkeley: University of California Press, 2005), pp. 1-20 を見よ。 なおヨ
ーロッパと中国の比較史的研究としては、R. Bin Wong, China Transformed: Historical Change 
and the Limits of European Experience (Ithaca: Cornell University Press, 1997)を参照。 
３  John J. Mearsheimer, The Tradegy of Great Power Politics (New York: Norton, 2001).  なおリア
リズム理論の概観、 そこにおける Mersheimer の位置については、 Christopher Layne, The Peace 
of Illusions: American Grand Strategy from 1940 to the Present (Ithaca: Cornell University Press, 
2006)を参照。 
４  白石隆「東アジア共同体の構築は可能か」 、 『中央公論』 （２００６年１月号、１１８－１
２７ページ)参照。 
５  ２００７年２月６日、大統領官邸における筆者とのインタヴュー。 
６  南シナ海の領有権問題については、飯田将史、 「第１４章  中国・ASEAN 関係と東アジ
ア協力」 （国分良成、 『中国政治と東アジア』 、３１５－３４０ページ） 、 『平成１６年度国際
安全保障コロキアム－中国の台頭とアジアの安全保障－報告書』 （防衛研究所、 平成１６年）
によるところが大きい。 
７寺島紘司「海洋資源をめぐる日中の角逐」 （ 『世界の艦船』２００４年９月号所収） 。なお
寺島は東シナ海における中国の行動を分析するに際して中国における「戦略的辺彊」とい
う考え方を援用している。 
８  この間のやりとりについては、飯田、前掲論文、３２０－３２１ページを参照。 






１１  飯田将史、前掲論文。 
１２  Suehiro, Akira, “Misunderstood Power Structure in Thailand: Politics, Business Leaders, and the 
Chinese Community,” in Middle Classes in East Asia: Proceedings of the Japan Society for the 
Promotion of Science and National Research Council of Thailand Core University Program 
Workshop, Center for Southeast Asian Studies, Kyoto University, 2004, pp. 175-208.   
１３  同上所収の Table 7-3 Chinese in Thailand who can read Chinese Characters 1990 を参照。  16
                                                                                                                                                  




１５  山影進「タイと CLMV」 （ 『タイ国別援助研究会報告書－「援助」から「新しい協力関係」
へ－』 、独立行政法人国際協力機構・国際協力機構研修所、２００３、１８３ページ） 
１６  石田正美「序章  転換期を迎えたインドネシア－混乱から再生へ－」 （石田正美編『イ
ンドネシア、再生への挑戦』 、アジア経済研究所、２００５） 、６ページ。 Table １ 世界経済長期予測
国・地域 2000 2005 2020 2030 2040 2050
GDP
日本 32.7 34.7 42.4 47.1 49.9 49.9
中国 49.6 77.3 173.3 251.6 304.2 333.9
韓国 7.6 9.4 15.6 18.6 20.1 20.3
インド 24.5 33.8 70.7 103 144 191.2
アセアン 17.7 22.1 38.7 54.6 72.9 92.4
米国 95.9 110.9 167.5 214.1 271.7 339.6




Asian Development Bank, Key Indicators of Developing Asian and Pacific Countriesより筆者作成。
ベトナム ラオス
1995 2005 1995 2005
輸出 5631.4 30801.3 輸出 311.2 693.3
中国 361.9 6.4 2317.6 7.5 中国 8.8 2.8 23.2 3.3
日本 1461 25.9 4122.2 13.4 日本 5.3 1.7 7.3 1.1
輸入 8358.5 39975.5 輸入 588.8 1287.8
中国 748.7 9 7617.3 19.1 中国 29 4.9 124.2 9.6
日本 915.7 11 3949.3 9.9 日本 48.8 8.3 21.3 1.7
輸出入 13989.9 70776.8 輸出入 900 1981.1
中国 1110.6 7.9 9934.9 14 中国 37.8 4.2 147.4 7.4
日本 2376.7 17 8071.5 11.4 日本 54.1 6 28.6 1.4
タイ カンボジア
1995 2005 1995 2005
輸出 58701 110107 輸出 357.3 2856.6
中国 4563 7.8 15241 13.8 中国 5.2 1.5 24.8 0.9
日本 9477 16.1 15046 13.7 日本 6.7 1.9 96.2 3.4
輸入 77085 118191 輸入 1573.5 4095.1
中国 2096 2.7 11155 9.4 中国 56.8 3.6 589.7 14.4
日本 21625 28.1 26059 22 日本 84.4 5.4 86.4 2.1
輸出入 135786 228298 輸出入 1930.8 6951.7
中国 6659 4.9 26396 11.6 中国 62 3.2 614.5 8.8




中国 136 11.4 249.5 6.8
日本 85.5 7.1 184.8 5.1
輸入 1995 3615.7
中国 679.6 34.1 1028.4 28.4
日本 173.4 8.7 101 2.8
輸出入 3192.9 7264.1
中国 815.6 25.5 1277.9 17.6
日本 258.9 8.1 285.8 3.9
マレーシア シンガポール
輸出 73726 161484 輸出 118221 207338
中国 5830 7.9 24964 15.5 中国 12885 10.9 41322 19.9
日本 9199 12.5 13351 8.3 日本 9219 7.8 12536 6
輸入 77633 126796 輸入 60959 189745
中国 1709 2.2 11679 9.2 中国 8149 13.4 24735 13
日本 21179 27.3 13887 11 日本 26308 43.2 19244 10.1
輸出入 151359 288280 輸出入 179180 397083
中国 7539 7.9 36643 18.8 中国 21034 11.7 66057 16.6
日本 30378 32 27238 14 日本 35527 19.8 31780 8
インドネシア フィリピン
輸出 45453 92909 輸出 17379 52441
中国 1742 3.8 7664 8.2 中国 1031 5.9 14502 27.7
日本 12288 27 18875 20.3 日本 2740 15.8 7150 13.6
輸入 40629 64377 輸入 28297 51839
中国 1495 3.7 9207 14.3 中国 2034 7.2 7243 14
日本 5455 13.4 10269 16 日本 6303 22.3 9184 17.7
輸出入 86082 157286 輸出入 45676 104280
中国 3237 3.8 16871 10.7 中国 3065 6.7 21745 20.9
日本 17743 20.6 29144 18.5 日本 9043 19.8 16334 15.7